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１．研究会設立の経緯

平成14年に，雇用・能力開発機構が実施するキャ

リア・コンサルタント養成講座が始まり，すでに現

場で支援に当たっている方々が第１期生として受講

しました。受講後，１期生が試験対策のための勉強

会を立ち上げたのが，そもそもの中国キャリアコン

サルタント研究会（以後，CCC研究会と呼ぶ）の始

まりです。

第２期生の講座が始まったころから月に一度，定

例会を開き，メンバーが持ち回りで講師を担当し，

自分の活動現場から得られる情報などを発表しあい

ました。

２期生も受講終了後は１期生と同様，試験対策の

ための勉強会をスタートさせました。これも３期生

の講座が始まるころから，月に一度の定例会となり，

試験対策のためにまとめた資料を皆で共有したり，

講義をしあったりという内容で実施されました。そ

して３期生の受講が修了する時期に合わせて１期生

と２期生の勉強会が合流し，そこに講座を終えた３

期生が加わる形でCCC研究会が発足しました。

２．NPO法人化に向けた活動

月に一度の定例会では，現場で就職支援に当たっ

ているメンバーの講義を持ち回りで実施して，新し

い知識を得たり，また組織を作っていくためにいろ

いろな話し合いをしたりで，メンバーはこの組織の

将来を予感し，その創成期のメンバーであることに

喜びを感じているようでした。

また，試験対策が中心であった勉強会も，ここに

きて実践重視傾向に変わってきて，産学さまざまな

団体の出身者からなるメンバーの知識や知恵を，世

のために使おうという気運が高まり，キャリアコン

サルタントという仕事のステータスを作っていく義

務を感じていたわれわれは，この団体を単なる勉強

会からNPOとして法人化することにしました。

ただ，会員は皆本業を持っており，その傍らでの

活動であることや，法人化した後の活動イメージが

当時は明確ではなかったこと，その時々で可能なメ

ンバーが立ち代り会をお世話しているような状態で

組織もできておらず，法人化のリスクも大きいと感

じられました。

これに当たりわれわれは何度も話し合いの機会を

持ち，法人化という目標のもとで組織を作っていき，

平成16年12月，晴れてNPO法人の認可をいただくこ

とができました。

３．研究会の活動

法人化してからの活動は，①セミナー，②コンサ

ルティング，③ワークショップ，④講演が柱であり，

雇用・能力開発機構からの委託によるヤングジョブ

スポットでの若年者を対象とした参加型ワークショ

ップの実施や，広島県から委託によるキャリアコン

サルティング，ほかに民間企業とのタイアップで市

内の高等学校や専門学校にて講演を行ったり，職業
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訓練の委託を受けた民間の教育機関にてキャリア支

援・就職支援のセミナーを実施したりと，ここまで

好調に推移してきています。

また，このたび新たに受託した，地域コーディネ

ータというネットワークづくりの事業があり，フリ

ーターの就職支援のインフラを構築していくことに

なりましたが，これまでの事業スタイルを大きく変

化させる意味合いを持つ事業としてとらえ，これに

取り組もうとしております。

４．研究会の課題

関係各者の協力を得て，ここまで地道ながら取り

組みは前進しているように感じておりますが，コン

サルティングやセミナーいずれの事業もその結果を

評価することが難しく，昨今の就職難やキャリアの

問題にどれだけの成果をもたらしたのかは不明なま

まで，その結果は実施した各コンサルタントの個人

的な実感で図らざるを得ないという状況もあります。

また，キャリアコンサルタントによるNPO設立は，

全国的なブームとして気運が高まった時期があり，

われわれの設立時期もそのブームの時期にありまし

た。

これまでは会の運営と活動そのものが重点でやっ

てきましたが，今後は実施内容の質に注目せねばな

らないと感じております。

同時に，ここにきて組織的な問題も出てきており

ます。

活動が活発化するにつれ付随する事務処理も多く

なり，専任の事務員を持つ余裕がないわれわれは特

定のメンバーに負担を強いるほかなく，マンパワー

不足から会員同志の情報共有もできておらず，これ

らの対策が目下の課題となっています。
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